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１．コロナ禍で資金繰り資金が急増 

年初からの２回目の緊急事態宣言が 2021 年

３月 22 日に全面解除されたが、新型コロナウ

イルスの感染収束が見通せず、「第４波」が懸

念されるなかで新年度がスタートした。 

21 年２月末の信用金庫の預金・貸出金動向

を確認すると、全国 254信用金庫の預金残高の

合計は、157.9 兆円、前年同月比 8.2％増とな

った。貸出金残高の合計は、78.0兆円、同 8.3％

増となった。月末ベースでは、預金残高は過去

最高額、貸出金残高は年末で資金需要が増えた

20年 12月末に次ぐ多さとなった。 

預金、貸出金とも、新型コロナウイルス感染

拡大に伴い、20 年春以降、高い伸びが続いて

いる。主因は、資金繰り支援のための企業向け

運転資金の増加と、その資金の預金口座での滞

留である。また、個人預金の増加要因は、各種

給付金やコロナ禍での消費抑制などである。 

長期でみても、約 30 年前のバブル経済崩壊

直後に迫る高い伸び率が続いている(図表１)。 
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 2021年２月末の全国 254 信用金庫の預金残高は 157.9兆円、前年同月比 8.2％増となった。貸出

金残高は 78.0兆円、同 8.3％増となった。月末ベースでは、預金残高は過去最高額となった。 

 今回のコロナ禍では、企業向け運転資金の伸び率が非常に高い。過去の外的ショック時は３～

４％台であった企業向け運転資金の伸び率が、コロナ禍では 13％程度にまで高まっている。 

 今後については、21年度は貸出金の前年同月比での伸び率が鈍化していくと見込まれる。 

（図表１）信用金庫の預金・貸出金伸び率の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 （備考）信金中央金庫 地域・中小企業研究所作成 
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●バブル経済崩壊(91年３月)

●金融危機、拓銀・山一証券が

経営破綻(97年11月)

●ペイオフ部分解禁(02年４月)

●リーマン・ショック(08年９月)

●東日本大震災(11年３月)

●マイナス金利(16年２月)

●量的・質的金融緩和(13年４月)

●第２次安倍内閣(12年12月～20年９月)

← 戦後２番目の景気拡大局面 →

(12年12月から18年10月の71か月)

← 戦後最長のいざなみ景気 →

(02年２月から08年２月の73か月)

●熊本地震(16年４月)

菅内閣(20年９月～)●
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２．過去の外的ショック時との比較 

過去の外的ショック時の企業向け貸出金動

向と、今回のコロナ禍の動向を比較する。外的

ショックとして、リーマン・ショック、東日本

大震災、熊本地震を取り上げ、比較のためグラ

フの縦軸を同じにしている (図表２)。 

今回のコロナ禍では、企業向け運転資金の伸

び率が非常に高い。過去の外的ショック時は３

～４％程度であった企業向け貸出の伸び率が、

コロナ禍では 13％程度にまで高まっている。 

ショック後の動向については、リーマン・シ

ョックでは 15 か月後には返済により企業向け

運転資金の伸び率がマイナスに転じている。東

日本大震災では、１年後の年度末の 12 年３月

に前年同月比の伸び率が最も高くなっている。 

 

３．今後の動向 

コロナ禍の今後については、限度額が 6,000

万円に拡大された民間金融機関での実質無利

子・無担保の制度融資の実行期限が 21 年５月

末であること、昨年５月以降の同制度融資の元

本返済が順次始まっていること、感染拡大後の

融資実行額のピークが 20 年６月であったこと

などから、21 年度は貸出金の前年同月比での

伸び率が鈍化していくと見込まれる。 
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※「信用金庫地区別預金・貸出金(残高)」、「信用金庫 預

金、現金、貸出金残高(地区・都道府県別)」を信用金庫

に還元しております。併せてご活用ください。 

（図表２）ショック時における企業向け貸出金の動向 
 

        今回のコロナ禍(全国計)           リーマン・ショック(全国計) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    東日本大震災(岩手・宮城・福島の３県計)      熊本地震(熊本・大分の２県計) 
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